







 テオフィル・ゴーティエ（Théophile Gautier, 1811‐1872）が、ハーンのアメリカにお
ける文筆活動の原点にあった一人であることはもっと注目されてよいだろう。事実、ラフ
カディオ・ハーンが出版した最初の単行本は、1882年 4月、テオフィル・ゴーティエの『ク
レオパトラの一夜とその他幻想物語（One of Cleopatra’s Nights and Other Fantastic 
Romances）』1なのである。この翻訳は、表題作である「クレオパトラの一夜（Une nuit de 
Cléopatre）」のほか、「恋する死女（La morte amoureuse）」2、「アリア・マルチェラ、ポ
ンペイの思い出（Arria Marcella ou Souvenir de Pompèi）」、「ミイラの肢（Le pied de 
Momie）」、「オンファーレ、ロココの物語（Omphale, une histoire 
rococo）」、「カンドール王（Roi Candaules）」の 6篇よりなる。 
ハーン自身はこれらの翻訳を、「当時自分に出来ただけの逐語訳（literal translations, so 
far as I was able to make them at the time）」のようなもので、後になってみれば「間違
いが沢山ある（full of faults）」が、いつか可能なら「もっと完璧な版を適切な小さな体裁









                            
1 Theophile Gautier, One of Cleopatras Nights and Other Fantastic Romances, New York, R. 





3 1886年クレビール宛の書簡（WLH, vol. XIII, p. 373）。なお、ハーンの書簡および作品の引
用は、Lafcardio Hearn, The Writings of Lafcadio Hearn, Boston and New York, Houghton 
and Mifflin Company, 1922.（以下WLHと略す） により、巻数と頁数のみを示す。 














『悪魔の一涙（Une larme du diable）』に収められた小品で、1845年にはシャルパンティ
エ社による『小話集（Nouvelles）』に再録されている。ちなみに、富山大学附属図書館所
蔵小泉八雲旧蔵書（ヘルン文庫）に収められている版は、1879年のシャルパンティエ社に




ゴーティエ ハーン 芥川 






















7 ゴーティエの原作は、Théophile Gautier, Œuvres Complètes, Tome 6, Paris, Honoré 
Champion, 2017. による。以下 TGOCと略し、頁数のみを示す。 
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Vous me demandez, 
frère, si j’ai aimé ; oui. — 
C’est une histoire 
singulière et terrible, et, 
quoique j’aie soixante-six 
ans, j’ose à peine remuer la 
cendre de ce souvenir. Je 
ne veux rien vous refuser, 
mais je ne ferais pas à une 
âme moins éprouvée un 
pareil récit. Ce sont des 
événements si étranges, 
que je ne puis croire qu’ils 
me soient arrivés. J’ai été 
pendant plus de trois ans 
le jouet d’une illusion 
singulière et diabolique.  
(TGOC, t. 6, p. 401) 
 
 
Brother, you ask me if 
I have ever loved: yes! My 
story is a strange and 
terrible one; and though I 
am sixty-six years of age, I 
scarcely dare even now to 
disturb the ashes of that 
memory. To you I can 
refuse nothing; but I 
should not relate such a 
tale to any less 
experienced mind. So 
strange were the 
circumstances of my story, 
that I can scarcely believe 
myself to have ever 
actually been a party to 
them. For more than three 
years I remained the 
victim of a most singular 












































このすぐ後に続く一文で、「みじめな田舎の僧侶（ゴーティエ原文 pauvre prêtre de 









箇所で、書き出しが「あなたは私に問うだろう（Vous me demandez, frère）」となってい
たり、「私はといえば田舎のみじめな僧侶で（Moi, pauvre prêtre de campagne）」となった
りしていることから、人称が強調されていることが分かる。これは、ハーン英訳や芥川訳
では反映されていない箇所である。 
 次に、この一節では、ゴーティエ原文で singulière という形容詞が 2 回使用されている












なたに（vous）」が、ハーン訳では To you と強調されるかのように文頭に置かれている。
ここでも芥川訳はハーン訳を忠実になぞっていて、日本語としてはいささかぎこちない印
象を与える、「君には、（句読点も含む）」という箇所が浮き彫りになっている。 
次に、原文の「（私よりも）試練を経ていない魂（une âme moins éprouvée）」という箇
所の訳出方法について見ておきたい。この箇所は、ハーン訳では any less experienced mind































表題は、初出時には「死女の性愛（Les amours d’une morte）」8であったのが、「恋する死
女（La morte amoureuse）」の表題で広く知られるようになり、やがて 1850年 3月 20日




















ていたのは、2枚の紙で、そこには「クラリモンド、コンチーニ宮にて（Clarimonde, au palais 
Concini）」と書かれていた。これに続く箇所について、以下に対比させて見ておきたい。 
ゴーティエ ハーン 芥川 
J’étais alors si peu au 
courant des choses de la 
vie, que je ne connaissais 
pas Clarimonde, malgré sa 
célébrité, et que j’ignorais 
complètement où était 
situé le palais Concini. Je 
fis mille conjectures plus 
extravagantes les unes 
que les autres ; mais à la 
vérité, pourvu que je pusse 
la revoir, j’étais fort peu 
inquiet de ce qu’elle 
pouvait être, grande dame 
ou courtisane. 
（TGOC, p. 407） 
So little acquainted was I 
at that time with the 
things of this world that I 
had never heard of 
Clarimonde, celebrated as 
she was, and I had no idea 
as to where the Contini 
Palace was situated. I 
hazarded a thousand 
conjectures, each more 
extravagant than the last; 
but, in truth, I cared little 
whether she were a great 
lady or a courtesan, so that 
I could but see her once 
more. 






















述がある。フランス語では「～に通じている（être au courant de）」という熟語が用いらて
いるところを、ハーンは「知識がある（acquainted）」と古風な訳語を採用した上で、原文






また、これに続く箇所でも、「クラリモンドのことは知らなかった（je ne connaissais pas 
Clarimonde）」と原文では単に「知っている（connaître）」という動詞が採用されていると
ころを、ハーン訳では「クラリモンドのことを聞いたことはたえてなかった（I had never 
heard of Clarimonde）」と伝聞調の表現になっている。芥川訳はここでもやはりハーン訳
をそのまま日本語に移し替えている。 
 「私は、それぞれにこの上なく常軌を逸した千もの推論を行なった（Je fis mille 
conjectures plus extravagantes les unes que les autres）という箇所についても、ハーン
訳では、「私は、思いつくままに千もの推論を行ったが、そのそれぞれが前のものよりもよ


































ゴーティエ ハーン 芥川 
Ici gît Clarimonde 
Qui fut de son vivant 
La plus belle du monde. 
(TGOC, p. 428) 
Here lies Clarimonde 
Who was famed in her 
life-time 
As the fairest of women.* 
 
* Ici gît Clarimonde 
  Qui fut de son vivant 
  La plus belle du monde. 
 
The broken beauty of the 
lines is unavoidably lost in 
the translation. 







































（The fleeting archaic flavor of the original is not entirely lost here, and the line are 
broken, yet metrical）」として、「ここにクラリモンド眠る。生前この女性は、この国で最
も愛らしい女性であった（Here lies Clarimonde,/ Who was, what time she lived,/ The 













                            
9 このことはハーンの書簡集を刊行したエリザベス・ビスランドがその冒頭で解説を行っている。
WLH, vol. 13, pp. 75-76.を参照のこと。  
10 Bengchon Yu, An Ape of Gods, The Art and Thought of Lafcadio Hearn, Detroit, Wayne 
State University Press, 1964, p. 9. 
11 WLH, vol. IV, p. 206. 
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認されたことになり、また身元不明遺体であった幼女が、両者の娘ユーラリである、と結
論付けられることになり、三者の名を刻んだ墓碑銘のもと、サン・ルイの墓地に葬られる
ことになる。小説に挿入されているのは、左の写真のように、遺体の発見されたアデルの
ものではなく、それに続く形でのジュリアンとユーラリの墓
碑銘である。この箇所は、本物の墓碑銘のように、センタリ
ングを施した分かち書きで、しかもフランス語で挿入されて
いる。こうして見てくると、この墓碑銘の挿入が、ニューオ
リンズ等の墓散策の賜物であると同時に「クラリモンド」の
それに着想を得たのであろうという推論もまた成り立つの
ではないかと思われるのである。 
 
 
4．おわりに代えて 
 こうして見てくると、ハーンが自らの訳業を「逐語的（literal）」と言っているのは、ゴ
ーティエのフランス語原文を必ずしも忠実に英語に敷き写すということではないというこ
とがよく分かる。また、原文と訳文を詳細に比較検討してみることによって、ある訳語の
採用や構文の改変、原文にない語の挿入なども、原文をよく吟味したうえで行なっている
ことが浮かび上がってくる。ハーンがこのような翻訳作業によって自らの文体を確立して
いったのであろうことは想像にかたくない。さらには、ある種の語彙の頻繁な使用や構文
など、後のハーンの作品と比較分析することによって、このような翻訳を通した文体練習
がどのように結実しているかを探るのもまた興味深い作業であろう。また、芥川に関して
いえば、未だ近代日本語の揺籃期にあって、ハーン英訳の敷き写しととはいえ、翻訳を通
して文体練習を行っていたことはここに見るように明らかである。そこから得られたもの
が後の作品にどのように反映されているかについては、今後の例証を俟たれたい。 
 
